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遮熱鋼板ラップ工法

さらに薄型太陽光パネル搭載で大幅な電力削減も！

特許取得済

８５℃の屋根や外壁を、４０℃の空気で冷やす

省エネ50～60％屋根耐久性30年

遮熱と対流の 新築でも
リフォームでも

地球沸騰の時代を乗り切る
“ゼロエネルギー省エネ”
遮熱材の低放射性能/大気利用の冷却方法
形状記憶合金使用の開閉ユニット
（24時間壁温コントロールシステム）
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気温は急速に上昇、室内作業環境改善が最優先

太陽光発電パネル設置時の注意点

2 推奨する省エネ工法

太陽光発電設置と省エネルギー太陽光発電設置と省エネルギー
どちらが先か？？？

地球沸騰の時代、国策もあって工場や大型店舗の屋根に太陽光発電設置は余儀なくされつつあります。
しかし、考え方ややり方を間違えたら結果的に大きな問題を抱える事になります。

太陽光発電パネルは日陰効果があるから涼しいと言われたので設置したが、
暑くてたまらないと言うお客様も多くいます。特に、昨今の気温上昇では反っ
て電気代が上がったとの声も聴きます。何故でしょう！！
最大の理由は、太陽光発電パネルは部分施工だからです。太陽光発電パネル
の下側は確かに日陰が見えますが、問題はこの日陰によってできる室内の温
度低下部分です。屋根に低温部ができると、熱は高温から低温に移動の原則に則り、太陽光発電パネル未施工部分
や壁等から侵入した熱がこの温度低下部分に移動して屋根下側は同じ温度になってゆきます。

❶遮熱鋼板ラップ工法施工なら、屋根の耐久性３０年だから安心。
　 雨漏りも、塗装も心配ない！！
❷しかも、屋根だけでも省エネ５０～６０％を実現。室内環境は大幅に変わります。
❸その上で、軽量の太陽光発電パネル設置で固定費も大幅削減可。

室内に伝達される熱の比較

図１：太陽光発電パネルの場合 図２：薄型太陽光発電パネルと遮熱鋼板ラップ工法の場合
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❶室内に全面足場を掛けなければ施工できない    
   ので、操業を停止する必要が出る場合が多い。
❷全面足場は、多額の費用と時間がかかる。

❸工事中、高額な設備の破損等の懸念がある。
❹機密漏洩の問題がある。

50～60％
省エネ

ご 提 案

その上に、超軽量（４．７ｋｇ/㎡）の薄型太陽光発電パネルがお勧め！

なら、 と
を兼ねた

太陽光発電施工 大幅省エネ（屋根だけで６０％）
屋根強化 が遮熱鋼板ラップ工法（3０年対応） 重要！！
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一度付けたら２０年間撤去できない。屋根のメンテナンス（塗装や雨漏り）大丈夫ですか？
しかも、一度撤去したら保証もないとか？

2

屋根に太陽光発電パネルを付けたら、屋根の省エネは室内側からしか出来ません。
ところが、室内側には多くの問題があります。

3



鉄骨造、RC造、石造、木造等あらゆる建物の外側に、新規の金属性の外装材を取付けた2重構造で、
間に遮熱材と通気道を設ける事により最強の遮熱構造とするものです。

省エネルギー６０％・熱中症患者０％・作業効率UP10％を目的に

高耐久性屋根材

A新規屋根材

B既存屋根材

輻射熱
遮熱材

輻射熱
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通気道
（大気を利用）

屋外からの輻射熱は新規屋根材Aで10%程度反射されますが、残り90%は
新規屋根材に吸収されます。
しかし、新規屋根材Aの室内側には反射率95%位のトップヒートバリアー遮熱
材が施工されているので、通気道側は5%程度の放射率となります。
さらに、遮熱材は熱伝導の良い素材です。通気道を流れる空気は、前述の放射
された熱だけでなく、新規屋根材Aの表面から伝達される伝導熱を屋外に排
出します。従って、新規屋根材Aの温度を大幅に低下させる事ができます。
一方、天井付近に滞留する高温の熱も同様、通気道側に放射熱並びに伝導熱
の形態をとって伝達され、通気道より排出されます。その結果、既存屋根材B
の温度も大幅に低下する事により、大幅な省エネ効果だけでなく屋根の音鳴
りを減少させる事が出来ます。

遮熱鋼版ラップ工法のメカニズム屋根音鳴り防止

85℃の屋根や外壁を、40℃の空気で冷やす
遮熱と対流の断熱工法

屋根施工で

省エネ60％ 屋根の
耐久性30年

ガルバリウム鋼板仕様で屋根の
耐久性は３０年

棟遮熱構造
棟温度を低下させる事で通気道
内に滞留する空気をスムースに
排出させます。

専用遮熱材
３０年の対流摩耗に耐える様な
遮熱材で、しかも酸やアルカリ
雰囲気にも強い素材です。屋根低放射通気道

屋根側より僅かに伝達された熱を空
気に載せて棟に運びます。低温時は、
通気道は閉じられますので空気断熱
効果があり、建物は保温されます。

吸気面戸
大気を適正量常時供給します。

壁低放射通気道 壁から室内に向かう熱を上昇気流に乗せて屋外に排出、室内への熱の侵入
を阻止します。一方、低温時通気道は閉ざされますので、建物全体が空気断
熱状態になり、室内は温かくしかも大幅な省エネが期待できます。

２４時間壁温コントロール
ユニット

排気温度を形状記憶合金開閉
装置が感知し、通気道を流れる空気
の温度が一定になるよう２４時間
自動でコントロールします。

屋根温度：A・B両屋根共低下
A 新規屋根
B 既存屋根材

10～15℃低下
20～30℃低下



ゼロエネルギー省エネのポイント

断熱材や遮熱材を挟み込んだ二重構造では、冷房効果はほ
とんどありませんでしたが、本工法は50％～75％の省エネ
効果を産み出します。従って涼しい室内環境が得られます。

通気道が閉鎖され保温状態になります。
その結果、50％位保温性能が向上し、
室内は暖かい環境になります。

24時間壁温コントロールシステム
形状記憶合金開閉ユニット

屋根や壁面の通気道の出入口のいずれかに、24時間壁温コントロール
システムの形状記憶合金ユニットが設けられています。これは、形状記憶合金
を利用したスライド型の開閉装置で、＋18℃で全閉、＋28℃で全開となり昼
夜を問わず、通気道を流れる空気の温度を感知して開閉しています。これに
より、一日中でも、年間を通してでも、安定した省エネが可能となります。
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〈宇都宮〉

PO I N T❶
遮熱材の低放射性能を利用
室温上昇に最も大きな熱影響を与え
る輻射熱を、遮熱材の低放射性能を
利用して最小量にする。

PO I N T❷
大気を利用

高断熱性は放射側の環境を維持する
事で達成できますが、この冷却剤とし
て費用ゼロ円の大気を使用します。

PO I N T❸
形状記憶合金を利用

通気道の空気量調整用の開閉装置
に、温度に反応して収縮する形状記憶
合金を使用します。これも全くエネル
ギーを必要としません。

暑さが気になる様々な工場にて大好評です！！

プラスチック製造工場

屋根に雨漏りが発生していると
の事で、この対策に兼ねて本シス
テムを施工しました。屋根が高く
長方形の建物ですが、“以前と全
然違う”、“めっちゃ涼しい”との室
内作業者の声を頂きました。

精密機械工場

室温２０℃の精密機械工場です。
元々、断熱材を使用した2重屋根
でしたが夏場の効果がなく、そ
の上に遮熱塗装をしたが今度は
熱割れ。そこで本システムを採
用して頂きました。

《関東エリア：60％の省エネ》《東北・北海道エリア：50％の省エネ》

夏 冬

遮熱鋼板ラップ工法 施工事例

省エネ
効果

省エネ
効果

省エネ
効果

大きな省エネ性能 〈屋根のみ施工の効果〉

工場面積
4200㎡

工場面積
600㎡



波型スレート用遮熱鋼板ラップ工法 施工事例

波型スレート用遮熱鋼板ラップ工法と
金属カバー工法の比較

投資効率
外装材の耐久性
塗装等メンテナンス費
省エネルギー効果
熱中症対策
冬場の保温性
重量（屋根の負荷）
アスベスト対策
外観

◎
３０年
◎
◎
◎
◯

5～10kg/㎡
◯
◎

×
３０年
◎
△
×
◯

5～10kg/㎡
◯
◎

波型スレート
遮熱鋼板ラップ工法 金属カバー工法

メカニズム

金属カバールーフ

2次輻射熱

３次輻射熱母屋（鉄骨）

波型スレート

輻射熱

既存の屋根や外壁である波型スレートの屋外側に、遮熱材を内張
した新規金属外装材を取り付け、遮熱材の室内側を通気する工法で
鋼板用の工法と同様です。
遮熱材の放射側を冷却することにより低放射性能が維持され、室内
への熱の侵入を阻止することができます。新規金属外装材と波型
スレートの間に遮熱材を挟み込む場合は、遮熱材の放射側は勿論、
反射側も通気をする事が好ましい。

波型スレート用遮熱鋼板ラップ工法とは？

金属カバー工法に使用する金属外装材の反射率は10％位ですから、残りの熱は金
属外装材に吸収され室内に伝達されます。この熱は、二次輻射熱として波型スレート
に放射され、スレート温度を上昇させます。この時、天井付近には高温の滞留熱があ
り、この熱と相まって波型スレートは更に上昇、三次輻射として室内に放射されます。
ここで重要なのは、金属カバールーフと波型スレートとの間の空間です。この空間は
狭小空間で、ステファンボルツマンの法則に則り放射量は絶対温度の4乗で増加、室
内環境は日陰効果どころか増々劣悪化が懸念されます。

金属カバー工法は、温度上昇に伴い、室内環境はより劣悪化が懸念！！

新規金属外装材

既存波型スレート

２４時間壁温
コントロール
ユニット

屋根施工で

省エネ60％ 屋根の
耐久性30年

スレートの建物は、夏は暑く冬は寒いだけじゃなくエアコンも効かないそんな概念を払拭し、
屋根耐久性３０年は勿論の事、省エネ６０％、熱中症０％と鉄骨の建物同様の性能向上を目的とするものです。

金属加工場

工場の一部に金属カバー工法を
施工したが暑くて仕方ない。今
回、その他の部分に遮熱鋼板ラッ
プ工法を採用、暑さの感じ方が全
く違うとの評価、別工場でも施工
を検討中。

製缶工場

夏場暑くて散水していたためス
レートも変色していました。遮熱
鋼板ラップ工法を施工する事に
より、まるで鉄骨の建物の様に様
変わりしました。もちろん、室内
環境も一変しました。
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お問い合わせは 日本遮熱株式会社〈製造・販売元〉

〒326-0843 栃木県足利市五十部町185-2
TEL:0284-22-8740 FAX:0284-22-8741
E-mail: nihon-shanetu@cap.ocn.ne.jp
URL:http://topheat.jp

■本　　　社

環境基準に適合した
印刷資材を使用して、
グリーンプリンティ
ング認定工場で印刷
しています。

波型スレート建物の問題点一挙解決！！
雨漏れやアスベスト対策、太陽光発電パネルの設置など

工場のいろいろなお悩みを解決します。
遮熱鋼板（5.3kg/㎡）+太陽光パネル（4.7kg/㎡）＝10kg/㎡

35℃の空気

５０℃の滞留熱

８０℃の屋根材

高温炉

既存のスレートの屋根に、ガルバリウム
鋼板製折版を施工しますので屋根の耐
久性は３０年延長、雨漏れ工事も不要に
なります。

工場等に使用されているスレートは、ア
スベストの量が比較的少ない素材で出来
ています。しかし、年々劣化が進み風で飛
散したり、雨水で流れるものもあります。
波型スレート用遮熱鋼板ラップ工法は、
前述のようにガルバリウム鋼板製折版を
施工する事によりアスベストの飛散を防
止します。

スレート屋根に太陽光を設置する事によ
り、その上に薄型太陽光パネル（4.7kg/
㎡）を載せる事ができます。これにより、通
気道が更に増えるばかりではなく、太陽光
パネルの日陰が空気の温度上昇を抑える
ので更なる省エネが期待できます。

屋根の温度が天井付近の滞留熱より高温になると、熱は高温から
低温に移動の原則に則り、室内の熱は屋根から放出されることは
なく、ベンチレーターや窓から逃げるしかありません。
本システムは、屋根折板の下側の通気道を常時２０～４０℃位の大
気が流れていて、屋根下側の滞留熱も排出しますので、室内にこ
もる熱量を大幅に少なくします。

真夏、屋根温度を２０～30℃低下させ、体
温を上げる要因である輻射熱の放射は激
減しますので熱中症対策に非常に効果的
です。勿論、室内の環境は大幅に改善され
ます。

波型スレート用遮熱鋼板ラップ工法は、屋
外からの熱の５０～６０％を阻止、超日陰の
室内環境を作ります。エアコンがなくても
涼しい環境が期待できます。

1

4

雨漏れがある

6 室内に高温炉があるので
反って熱くなるのでは？

熱中症の無い
室内環境にしたい

２ アスベスト飛散防止や
雨水流出を防止したい 3 太陽光発電設置したいが

何か良い方法は？

室内にエアコンを使用して
いないが涼しくしたい

温度検証
施工前 施工後

外気温 22℃

53.1℃ 32.5℃

20℃
温度差

この製品のFSC®
ラベルは、世界の
森林資源の責任
ある利用を保証
します。

薄型太陽光パネル

新規通気道通気道

既存スレート
遮熱材
新規屋根材
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日本遮熱株式会社

既存の屋根や外壁である波型スレートの屋外側に、遮熱材を内張
した新規金属外装材を取り付け、遮熱材の室内側を通気する工法で
鋼板用の工法と同様です。
遮熱材の放射側を冷却することにより低放射性能が維持され、室内
への熱の侵入を阻止することができます。新規金属外装材と波型
スレートの間に遮熱材を挟み込む場合は、遮熱材の放射側は勿論、
反射側も通気をする事が好ましい。

波型スレート用遮熱鋼板ラップ工法とは？

金属カバー工法に使用する金属外装材の反射率は10％位ですから、残りの熱は金
属外装材に吸収され室内に伝達されます。この熱は、二次輻射熱として波型スレート
に放射され、スレート温度を上昇させます。この時、天井付近には高温の滞留熱があ
り、この熱と相まって波型スレートは更に上昇、三次輻射として室内に放射されます。
ここで重要なのは、金属カバールーフと波型スレートとの間の空間です。この空間は
狭小空間で、ステファンボルツマンの法則に則り放射量は絶対温度の4乗で増加、室
内環境は日陰効果どころか増々劣悪化が懸念されます。

金属カバー工法は、温度上昇に伴い、室内環境はより劣悪化が懸念！！

新規金属外装材

既存波型スレート

２４時間壁温
コントロール
ユニット

屋根施工で

省エネ60％ 屋根の
耐久性30年 波型スレート建物の問題点一挙解決！！

雨漏れやアスベスト対策、太陽光発電パネルの設置など
工場のいろいろなお悩みを解決します。

遮熱鋼板（5.3kg/㎡）+太陽光パネル（4.7kg/㎡）＝10kg/㎡

35℃の空気

５０℃の滞留熱

８０℃の屋根材

高温炉

T O P  H E A T  B A R R I E R

遮熱鋼板ラップ工法

さらに薄型太陽光パネル搭載で大幅な電力削減も！

特許取得済

８５℃の屋根や外壁を、４０℃の空気で冷やす

省エネ50～60％屋根耐久性30年

遮熱と対流の 新築でも
リフォームでも

既存のスレートの屋根に、ガルバリウム
鋼板製折版を施工しますので屋根の耐
久性は３０年延長、雨漏れ工事も不要に
なります。

工場等に使用されているスレートは、ア
スベストの量が比較的少ない素材で出来
ています。しかし、年々劣化が進み風で飛
散したり、雨水で流れるものもあります。
波型スレート用遮熱鋼板ラップ工法は、
前述のようにガルバリウム鋼板製折版を
施工する事によりアスベストの飛散を防
止します。

スレート屋根に太陽光を設置する事によ
り、その上に薄型太陽光パネル（4.7kg/
㎡）を載せる事ができます。これにより、通
気道が更に増えるばかりではなく、太陽光
パネルの日陰が空気の温度上昇を抑える
ので更なる省エネが期待できます。

屋根の温度が天井付近の滞留熱より高温になると、熱は高温から
低温に移動の原則に則り、室内の熱は屋根から放出されることは
なく、ベンチレーターや窓から逃げるしかありません。
本システムは、屋根折板の下側の通気道を常時２０～４０℃位の大
気が流れていて、屋根下側の滞留熱も排出しますので、室内にこ
もる熱量を大幅に少なくします。

真夏、屋根温度を２０～30℃低下させ、体
温を上げる要因である輻射熱の放射は激
減しますので熱中症対策に非常に効果的
です。勿論、室内の環境は大幅に改善され
ます。

波型スレート用遮熱鋼板ラップ工法は、屋
外からの熱の５０～６０％を阻止、超日陰の
室内環境を作ります。エアコンがなくても
涼しい環境が期待できます。
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4

雨漏れがある

6 室内に高温炉があるので
反って熱くなるのでは？

熱中症の無い
室内環境にしたい

２ アスベスト飛散防止や
雨水流出を防止したい 3 太陽光発電設置したいが

何か良い方法は？

室内にエアコンを使用して
いないが涼しくしたい

温度検証
施工前 施工後

外気温 22℃

53.1℃ 32.5℃

20℃
温度差

この製品のFSC®
ラベルは、世界の
森林資源の責任
ある利用を保証
します。

地球沸騰の時代を乗り切る
“ゼロエネルギー省エネ”
遮熱材の低放射性能/大気利用の冷却方法
形状記憶合金使用の開閉ユニット
（24時間壁温コントロールシステム）

足利大学共同研究

ホームページは
こちらから

スレートの建物は、夏は暑く冬は寒いだけじゃなくエアコンも効かないそんな概念を払拭し、
屋根耐久性３０年は勿論の事、省エネ６０％、熱中症０％と鉄骨の建物同様の性能向上を目的とするものです。

金属加工場

工場の一部に金属カバー工法を
施工したが暑くて仕方ない。今
回、その他の部分に遮熱鋼板ラッ
プ工法を採用、暑さの感じ方が全
く違うとの評価、別工場でも施工
を検討中。

製缶工場

夏場暑くて散水していたためス
レートも変色していました。遮熱
鋼板ラップ工法を施工する事に
より、まるで鉄骨の建物の様に様
変わりしました。もちろん、室内
環境も一変しました。

薄型太陽光パネル

新規通気道通気道

既存スレート
遮熱材
新規屋根材



1

鉄骨造、RC造、石造、木造等あらゆる建物の外側に、新規の金属性の外装材を取付けた2重構造で、
間に遮熱材と通気道を設ける事により最強の遮熱構造とするものです。

省エネルギー６０％・熱中症患者０％・作業効率UP10％を目的に

気温は急速に上昇、室内作業環境改善が最優先
高耐久性屋根材

A新規屋根材

B既存屋根材

輻射熱
遮熱材

輻射熱

輻射熱

伝導熱

天井滞留熱

通気道
（大気を利用）

屋外からの輻射熱は新規屋根材Aで10%程度反射されますが、残り90%は
新規屋根材に吸収されます。
しかし、新規屋根材Aの室内側には反射率95%位のトップヒートバリアー遮熱
材が施工されているので、通気道側は5%程度の放射率となります。
さらに、遮熱材は熱伝導の良い素材です。通気道を流れる空気は、前述の放射
された熱だけでなく、新規屋根材Aの表面から伝達される伝導熱を屋外に排
出します。従って、新規屋根材Aの温度を大幅に低下させる事ができます。
一方、天井付近に滞留する高温の熱も同様、通気道側に放射熱並びに伝導熱
の形態をとって伝達され、通気道より排出されます。その結果、既存屋根材B
の温度も大幅に低下する事により、大幅な省エネ効果だけでなく屋根の音鳴
りを減少させる事が出来ます。

遮熱鋼版ラップ工法のメカニズム屋根音鳴り防止

太陽光発電パネル設置時の注意点

ゼロエネルギー省エネのポイント

2 推奨する省エネ工法

85℃の屋根や外壁を、40℃の空気で冷やす
遮熱と対流の断熱工法

屋根施工で

省エネ60％ 屋根の
耐久性30年

ガルバリウム鋼板仕様で屋根の
耐久性は３０年

棟遮熱構造
棟温度を低下させる事で通気道
内に滞留する空気をスムースに
排出させます。

太陽光発電設置と省エネルギー太陽光発電設置と省エネルギー
どちらが先か？？？

地球沸騰の時代、国策もあって工場や大型店舗の屋根に太陽光発電設置は余儀なくされつつあります。
しかし、考え方ややり方を間違えたら結果的に大きな問題を抱える事になります。

太陽光発電パネルは日陰効果があるから涼しいと言われたので設置したが、
暑くてたまらないと言うお客様も多くいます。特に、昨今の気温上昇では反っ
て電気代が上がったとの声も聴きます。何故でしょう！！
最大の理由は、太陽光発電パネルは部分施工だからです。太陽光発電パネル
の下側は確かに日陰が見えますが、問題はこの日陰によってできる室内の温
度低下部分です。屋根に低温部ができると、熱は高温から低温に移動の原則に則り、太陽光発電パネル未施工部分
や壁等から侵入した熱がこの温度低下部分に移動して屋根下側は同じ温度になってゆきます。

❶遮熱鋼板ラップ工法施工なら、屋根の耐久性３０年だから安心。
　 雨漏りも、塗装も心配ない！！
❷しかも、屋根だけでも省エネ５０～６０％を実現。室内環境は大幅に変わります。
❸その上で、軽量の太陽光発電パネル設置で固定費も大幅削減可。

室内に伝達される熱の比較

図１：太陽光発電パネルの場合 図２：薄型太陽光発電パネルと遮熱鋼板ラップ工法の場合

室内に伝わる熱
70～80％

太陽光発電パネル

屋根材

室内

太陽光発電パネル

遮熱鋼板
ラップ工法

屋根材

室内に伝わる熱
30～40％ 室内

熱移動

屋根内の熱移動

日陰
太陽光
パネル

断熱材や遮熱材を挟み込んだ二重構造では、冷房効果はほ
とんどありませんでしたが、本工法は50％～75％の省エネ
効果を産み出します。従って涼しい室内環境が得られます。

通気道が閉鎖され保温状態になります。
その結果、50％位保温性能が向上し、
室内は暖かい環境になります。

24時間壁温コントロールシステム
形状記憶合金開閉ユニット

屋根や壁面の通気道の出入口のいずれかに、24時間壁温コントロール
システムの形状記憶合金ユニットが設けられています。これは、形状記憶合金
を利用したスライド型の開閉装置で、＋18℃で全閉、＋28℃で全開となり昼
夜を問わず、通気道を流れる空気の温度を感知して開閉しています。これに
より、一日中でも、年間を通してでも、安定した省エネが可能となります。
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〈宇都宮〉

❶室内に全面足場を掛けなければ施工できない    
   ので、操業を停止する必要が出る場合が多い。
❷全面足場は、多額の費用と時間がかかる。

❸工事中、高額な設備の破損等の懸念がある。
❹機密漏洩の問題がある。

50～60％
省エネ

ご 提 案

その上に、超軽量（４．７ｋｇ/㎡）の薄型太陽光発電パネルがお勧め！

なら、 と
を兼ねた

太陽光発電施工 大幅省エネ（屋根だけで６０％）
屋根強化 が遮熱鋼板ラップ工法（3０年対応） 重要！！

1

一度付けたら２０年間撤去できない。屋根のメンテナンス（塗装や雨漏り）大丈夫ですか？
しかも、一度撤去したら保証もないとか？

2

屋根に太陽光発電パネルを付けたら、屋根の省エネは室内側からしか出来ません。
ところが、室内側には多くの問題があります。

3

専用遮熱材
３０年の対流摩耗に耐える様な
遮熱材で、しかも酸やアルカリ
雰囲気にも強い素材です。屋根低放射通気道

屋根側より僅かに伝達された熱を空
気に載せて棟に運びます。低温時は、
通気道は閉じられますので空気断熱
効果があり、建物は保温されます。

吸気面戸
大気を適正量常時供給します。

壁低放射通気道 壁から室内に向かう熱を上昇気流に乗せて屋外に排出、室内への熱の侵入
を阻止します。一方、低温時通気道は閉ざされますので、建物全体が空気断
熱状態になり、室内は温かくしかも大幅な省エネが期待できます。

PO I N T❶
遮熱材の低放射性能を利用
室温上昇に最も大きな熱影響を与え
る輻射熱を、遮熱材の低放射性能を
利用して最小量にする。

PO I N T❷
大気を利用

高断熱性は放射側の環境を維持する
事で達成できますが、この冷却剤とし
て費用ゼロ円の大気を使用します。

PO I N T❸
形状記憶合金を利用

通気道の空気量調整用の開閉装置
に、温度に反応して収縮する形状記憶
合金を使用します。これも全くエネル
ギーを必要としません。

暑さが気になる様々な工場にて大好評です！！

プラスチック製造工場

屋根に雨漏りが発生していると
の事で、この対策に兼ねて本シス
テムを施工しました。屋根が高く
長方形の建物ですが、“以前と全
然違う”、“めっちゃ涼しい”との室
内作業者の声を頂きました。

精密機械工場

室温２０℃の精密機械工場です。
元々、断熱材を使用した2重屋根
でしたが夏場の効果がなく、そ
の上に遮熱塗装をしたが今度は
熱割れ。そこで本システムを採
用して頂きました。

《関東エリア：60％の省エネ》《東北・北海道エリア：50％の省エネ》

夏 冬

遮熱鋼板ラップ工法 施工事例

省エネ
効果

省エネ
効果

省エネ
効果

大きな省エネ性能 〈屋根のみ施工の効果〉
２４時間壁温コントロール

ユニット
排気温度を形状記憶合金開閉
装置が感知し、通気道を流れる空気
の温度が一定になるよう２４時間
自動でコントロールします。

工場面積
4200㎡

工場面積
600㎡

屋根温度：A・B両屋根共低下
A 新規屋根
B 既存屋根材

10～15℃低下
20～30℃低下


